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ば
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▲

きいて・めもして・こたえよう 小2　No.26

おにごっこの　あたらしい　ルール

なまえ

きくめあて 「ルール　三つ」を、ばんごうを　つけて　メモしましょ
みっ

う。

①

②

③
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おにごっこの　あたらしい　ルール 小2　No.26｜せつめい｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

みんなで　考えた、あたらしい　おにごっこの　ルールを　三つ　はなします。

一つめ。おには、あかい　ぼうしを　かぶります。だれが　おにか、すぐに　わかるよ

うに　する　ためです。

二つめ。「バリア」と　言って　しゃがんで　いる　人には、タッチできません。でも、

バリアは　十を　数える　あいだだけです。

三つめ。てつぼうの　ところは、あんぜんの　ために、あそぶ　ばしょに　入れませ

ん。この　ルールで、なかよく　あそびましょう。

めものれい

①おに　あかい　ぼうし（すぐ　わかる）

②バリア　しゃがむ・十　数える　あいだ

③てつぼう　入らない（あんぜん）

こたえと かいせつ

（1）ア（あかい　ぼうし）

「おには、あかい　ぼうしを　かぶります」と　いって　いました。だれが　

おにか　わかる　ためです。

（2）ア（十を　数える　あいだ）

「バリアは　十を　数える　あいだだけです」の　ところです。

（3）てつぼうの　ところ

「てつぼうの　ところは、あんぜんの　ために、あそぶ　ばしょに　入れませ

ん」と　いって　いました。
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